
本市では、未納者に対して給⽔停⽌措置を実施していますが、停⽔執⾏の際は、受託業者が現地に赴き
対象⽔栓のメーターのバルブを閉め、プラグ⽌め等により停⽔しており、⼊⾦が確認できた場合には再度
現地にて開栓の処理を⾏っています。しかし、⼊⾦確認後から開栓までにタイムラグが⽣じることや、マ
ンパワーによる作業のため、開栓・閉栓に要する人的コスト、移動や作業に時間がかかることが課題と
なっています。

双方向で通信が可能で、遠隔で開閉栓操作ができる技術

開栓・閉栓を⾏うためには、現地で作業を⾏わなければなりませんが、遠隔操作で⾏うことができれ
ば職員の作業を削減できます。

また、使⽤量の計測、集計を⾏うことができれば使⽤状況の把握ができます。

開栓・閉栓の現地作業

停⽔件数︓約4,000件/年

静１ 通信技術を活用した遠隔操作によるメーターの開栓・閉栓 求める技術︓⑦⑪
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